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公開講演会開催さる

昭和63年 2月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会議では，学術の成果を広〈国民生活に反映浸透させるという日本学術会議法の主旨に沿うため，

公開講演会を開催していますが，今回の「日本学術会議だより Jでは.昨年11月に開催した 2つの公開講演会

の講演内容を中心として.本会識の国際的活動の概要等についてお知らせします。
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公開講演会「ハイテクと人類の将来」

昭和62年度第 1回目の公開講演会は.rハイテクと人類の

将来」という主題の基に.11月21日，京都市の日本イタリ

ア京都会館ホールで開催された。

最初に，近藤次郎本会議会長(経営工学)が.r誰が科学

の進歩を停められるか一心臓移植から SDIまで-Jと題し

て，まず，人口の増加によって示される人類の発展が科学

の発展に支えられてきたことをあげた。一方では，日航機

の墜落事故.TMIやチェルノブイリの原発事故，スペース

シャトル爆発事故などにより多くの人命が失われたことを

述べた。心臓移植などの生命科学の進歩が高度医療技術の

倫理問題に関心を集め.SDI構想が宇宙の平和利用に新し

い問題を提起しているなどを指摘した。そして，これから

の科学・技術の発達には，人文・社会科学と自然科学の調

和を図ることが大切であることを強調した。

次いで.関寛治本会議第2部会員(政治学.立命館大学

教授)は.rハイテク時代の学術ネットワークと平和の条件J
と題して.新しい先端的な科学技術が実際に応用可能とな

ってきたことに伴い，ハイテクを駆使した C&Cというネ

ットワークが世界的に可能となり，複雑なネットワークか

ら成る世界政治の構造に大きな変化をもたらしつつあるこ

とを指摘した。そして，このような状況を踏まえて，国家

という墜を解決していかなくてはならないこと，そのため

には， トロン的発想のコンビュータシステムを基礎として

学術情報システムのより自由な地球的規模の再編成を行え

るようにすること，人間間ネットワークの高次化による国

の外交政策の在り方の再検討をすることも重要であること

を強調した。

最後に，島袋姦昌本会議第 3部会員(経営学，東洋大学

教授)は.r人間と高度科学技術との調和Jと題して，“高

度科学技術の粋を集めた航空機"の事故を取り上げて，そ

の大部分は人為ミスであることを指摘し，このような事故

は，人間と高度科学技術の接点で.何らかのそごが生じて

起きるものであることを指摘した.そして，現在人間と高

度科学技術とをいかにマネージしていくかについて.十分

な科学的分析と管理的配慮がなされていない。その最大の

問題点は生命尊厳を基にした経営哲学の欠落であると指摘

した上で，人間と高度科学技術との調和を可能にする総合

科学の重要性を強調した。

公開講演会「情報化と国際化」

昭和62年度第 2回目の公開講演会「情報化と国際化」が.

11月28日，本会議講堂で開催され，各界各層より多数が聴

講し.成功裡に終了した。

講演は 3人の演者による講演とそれに関連する質疑応

答が行われた。

まず最初に，緒瀬博本会議第5部会員(情報工学，学術

情報センタ一所長)が「情報技術と国際化Jと題して，情

報技術の急速な発展にふれ.歴史上未曽有の規模で産業構

造転換を促し，世界の人々に革命的ともいえる意思疎通の

手段を提供した情報技術は，また一方で情報の氾濫を引き

起こし，貿易摩擦，雇用不安，情報の地域間格差，文化の

画一化など多様な国際問題を発生させてもいると指摘した。

コミュニケーションは，情報提供者と情報の受け手とのバ

ランスが何より不可欠であるとし，それらを1)情報流通

の問題. 2)先端技術開発の問題. 3)雇用の問題. 4) 

文化の問題に分類し，スライドを交えて意見を述べた。

次に，竹内啓第 3部会員(経済統計学，東京大学教授)

が「情報化時代の国際政治・経済」と題して，国際的な情

報流通を取り上げ，ますます大量にかつ急速に行われるよ

うになる，その影響として経済・文化等が国際化から世界

化・地球化(グローパル化)される傾向にある今日，一方

では政治における国家主義，民族主義との矛盾が激化する

であろうと指摘した。これからの国際的力関係は.情報力

の量が大きく関係してくると考えられると意見を述べた。

情報化は世界を一つにする基盤を与えることができるが，

それには各国の協調が不可欠の条件であるとし. 21世紀中

頃には国境・国籍を意識しない望ましい時代がくるように

なるかもしれない，と結んだ。

最後に，字野政雄第 3部会員(商学，早稲田大学教授)

が.r企業の情報化と国際化」と題して，企業も個人と同様

に真剣に情報化と国際化について考え，生き残るために取

り組んで干いることを.身近なコンビニエンス・ストアやク

レジット(信販)会社を例にとり，具体的にわかりやすく

解説した。昨今C.1. (コーポレートアイデンティティ)

戦略が企業の経営戦略としてクローズアップされているが.

どういう情報(ハード)を，どのように活用(ソフりす

るのかが，一番の課題であると力説した.

(なお.これらの講演会の講演内容は，日学双書として，

例日本学術協力財団から出版されます。)



二国間学術交流

本会議は，諸外国における学術研究の動向及び現状を把

握するとともに.学術研究に関する基本的，全般的事項に

ついて相手国の科学者等と意見を交換することにより.我

が国の学術研究の盤合的な発展に寄与することを目的とし

て，昭和58年度から毎年 2か国へ代表団を派遣している。

今まで与に，アメリカ合衆国，マレーシア， ドイツ連邦共和

国，インドネシア共和国，スウェーデン王国，タイ王国.

フランス共和国，大韓民国へ派遣したが，今年度は， 11月
7日から15日まで連合王国へ， 12月1日から 5日までシン

ガポール共和国へ.それぞれ会長または副会長以下 7名の

会員を派遣した。

日本学術会議第13矧l.t，r学術研究の国際性重視と国際的

視野の確立」をその活動の重要な柱の・っとしており，今

回もその観点から交流を行ヮた。

連合王国については， r連合王国の経済停滞とその対策J
「産業革命以降の連合王国における基礎科学及ぴ応用科学

の発展Jr日英のアカデミ・γクな協力はどうあるべきかJの
三つのテー?について，行政機関，研究所，大学等を訪問

し，情報交換を行い.さらにその方面の科学者と意見交換

会を行った。

シンガポールについては， r今後のアジア・太平洋圏の科

学協力における日本の役割」をテーマに行政機関.研究所，

大学等を訪問し，情報交倹を行い，さらにその方面の科学

者と意見交換会を行った。

今回の成果は，代表団訪問時だけのものではなし訪問

国との今後の継続的な交流，緊密・な情報・資料の交換， 日

本学術会議と訪問国関係各諸機関との相互理解の促進・緊

密化等の形で表れてくるものであり.これらの成果は.我

が国の学術研究の国際交流・協力の基本姿勢及ぴその抜本

的充実方策を検討する場合の大きな資料として役立つもの

と期待される。

日本学術会議の国際的活動

本会議は.先に述べた二国間学術交流のほか， ikのよう

な国際活動を行っている。

国際学術団体加入

本会議は，多くの国際学術団体に加入し，密綾な協力を

保ち.国際的な学術の発展に努めている。昭和62年度現在，

本会議が分担金を支払ヮて加入している国際学術団体は，

国際学術連合会議(ICSU)，国際社会科学団体連盟

(IFSSO)等43団体である。

学術関係国際会議の開催，後銀

わが国の多数の科学者が世界各国を代表する関係科学者

と按し，最近の研究情報を交換し.わが国の科学の向上発

達を図リ，行政，産業および国民生活に科学を反映浸透さ

せることを目的として.昭和28年以降毎年おおむね 4件の

学術関係国際会識を学・協会と共同主催している。昭和62
年度は，1)第6回ケムローン世界会議， 2)第18図低温

物理学園際会議， 3)法哲学・社会哲学国際学会連合第13
回世界会議， 4)第6回国際会計教育会識の 4つを共同主

催し，昭和63年度は，1)国際家族法学会第6回世界会議.

2 )第 9回世界地震工学会議， 3)第8回国際内分泌学会

議， 4)第5回国際植物病理学会議の 4つを共同主催する

こととしている。

以上の国際会識のほか，毎年15件前後の国際会議(国内

開催)を後援している。

代表派遣

世界各地で開催きれる学術関係国際会議にわが国の学術

の状況を反映させ.さらに国際学術協力に寄与するため.

本会議から代表を派遣している。

国際協力事業

本会議は.国際学術連合会議(ICSU) と世界気象機関

(WMO)が行う「気候変動国際研究計画J(WCRP)等の

国際共同・協力事業に協力するため.国内の実施計画の立

案・調盤を行うとともに関係研究者聞の研究連絡，交流の

促進を図っている。

学術文献収集

本会議は，国際学術団体及び各国の学術研究機関等から，

継続的に約1900種の刊行物を受入れ.資料の有効利用を図

っている。

生命科学と生命工学特別委員会中間報告
一生命科学の研究と教育の推進方策についてー

現在，生命科学に対する関心は社会全体に拡がっており，

生命科学の推進のためのいろいろな活動が国.民間.学界

などそれぞれの立場て寸子われつつある。このような時に.

生命科学と生命工学特別委貝会としては.広い視野に立っ

て学問分野を績断的にとらえて，生命科学の推進方策につ

いて以下要約のごとき具体的提言を行い，?r方面の意見を

聴取することは非常に重要て'あり，時機を tl~たものである

と考える。

〔要約〕

広い栂野から生命科学の研究と教育の推進の方策を討

議し，提案し，日寺に応じて企画.実行する組織として.

生命科学研究教育推進会議(仮称)を設置すること。そ

して;この会議の事業の-っとして，まず生命科宇研修

コース開催のための機構をつくり.各種の研修コースを

実施することが緊急に必要である。

登録学術研究団体等との連絡協議会

本会議は，本会議活動の周知を図り.学術研究団体との

連絡・協力関係を維持・強化するための活動の一環である

笠録学術研究開体等との連絡協議会の第 2回目を， 121i 7 
Hに，東日本の団体を対象にして本会議講堂で， 12月11日

に.西日本の団体を対象にして大阪ガーデンパレスで.そ

れぞれ開催した。

今回の連絡協議会では，最初に，近藤次郎会長から.本

会識の職務・権限や組織・構成などの説明の後.最近の.活

動として.去る10月の第103回総会で採択された勧告等の内

容紹介なと'が行われた。

続いて，事務局から，現在進められている第14期会員推

薦手続について.特にj!I々各登録学術研究団体に依頼され

る予定の「会員の候補者Jの選定と「推薦人(予備者を含

む。)Jの指名に関する届出の手続を中心lニ詳しい説明が行

われた。この説明については.多くの出席者からその手続

の詳細をただす質問が出された。

なお，出席者数は， 12月7日は， 339間体339名， 12月11
日は， 58団体58名であった。

多数の学術研究団体の御協力により， r日本学術会

議だより」を掲載していただくことができ.あリがと

うございます.

なお，御意見・お問い合わせ等がありましたら下記

までお寄せください.

干106 港区六本木 7-22-34
日本学術会議広報委員会

(日本学術会議事務局庶務課)

電話 03 (403) 6291 



門田 元編

取水上の衛生問題.不快臭の発生.養殖淡水魚

のへい死原因などに関連し湖沼・人工湖におけ

る踊水の望書"発生が社会問題化している ε

本書は1979年 9月.環境庁水質保全局の肝煎り

で組織された淡水赤潮研究会(座長 門田 元博

士)の研究成果を広〈関係者に利用していただく

ために公刊するもので.淡水赤潮に関する生物学

的知見を網羅し.その発生機鱗の解明と対策も論

究される含また琵琶湖におけるウログレナ U1暗 lena

及び永瀬ダムi切におけるべリディニウムPeridiniulII

の調査研究をケーススタディに.我が国各地で頻

発する淡水赤潮問題解決の資料を直接に提供する

ものである s

主な内容と執筆者 ①淡水赤潮佐ひき起こす

プランクトン(根来健一郎) ②淡水植物プランク

トンの生活史(中原紘之・左子芳彦) ③淡水赤潮

ブランクトンをめぐる生物問相互関係(安野正之・

花里孝幸・深見公雄・門田 元・石田祐三郎・内

国有恒) ④湖沼の富栄養化と縦物ブランクトン

の異常増殖(坂本 充)⑤赤潮による被害(岡市

友利・門四 元)⑤わが国各地における淡水赤

潮の発生状況{山中芳夫} ⑦琵琶湖における淡水

赤潮の発生(門図 元・中西正己・吉田陽一・石

田祐三郎) ⑥ダム湖における淡水赤潮の発生事

例(畑幸彦)

(AS'fiJ・286ペーシ・定価4200円)

赤潮の科学
岡市友利編 漁業に甚大な被害を与える赤潮を総合的に捉える共同研

究で.亦i割jの生物学と発生機織の解明ε BS判・定価6000円

赤潮一発生機構と対策 丸茂隆三・岩埼英雄他著 赤潮jの発生後備とその被害

防止対策を広〈論じる AS宇IJ・定価1600円

沿岸海域の富栄養化と生物指標
吉田陽一・村上彰男他箸

汚染の生物指標定価1800円

藻場・海中林
^塚剛・三浦昭雄他著 稚魚の成育場としてのアマモ場・ガラモ

場の効用とその造成の方策を探ぐる AS判・定価1600円

干160東京都新宿区三栄町8/Tel(03) 359-737Hf-tl E~*i~ 盟



海藻を総括的に論じた待望の書グ

ト海 藻資源 養殖学|
徳田 康 大野正夫 小河久朗著
(*Jj(k'j':/;~ν(:-;司))尚'1:11 大♂?g~~'(:mj) 東北大学役中郎)

海藻の資源や養殖について初めて総括的

に取揚げた待望の書。ノリ色始めとする個

々の海藻養殖の現状と将来展望から、 i車場

造成、利用法、海外での養殖、新しい海藻

の養殖法、新品種形成の現状まで、実に幅

広い観点から論じ尽した海藻入門の決定版。

研究者・学生・養殖業者の熱い要望に応え

て遂に刊行グ

B 51~) 卜.製日絵4氏
本文354):( 1.)・川話集

定価5.500円(送350円)

一一一一主要目次一一一一

1 .地球~I:1車系とi毎藻 II.海藻の

'1:育環境 III.海藻の利JIJ N .111: 

界のHlf.藻資源1:'1:産量 v.現在の

海藻養殖 N.謀場造成 田.海外

の海藻養航の引状 VIII.海藻養殖の

将米と展望1

最先端と素敵な出合
データベースでダイナミックプリンテイングコミュニケーション

富士通 . 
OASYS~\ 

NEC L，/ 
PC・9ω v/r工=工=エニ:p国立主主1

入力装且
ドッド文子 富士通 NEC

9450ジトスp(・9801

生まれかわるデータベース

匡魁iJ
美ししミ

文字

会員管理・名簿管理・調査票発送・集計・印刷・請求・販売促進・検索

日車印刷出版肱式会祉
-本 社 〒553大阪市福島区吉野1丁目 2番7号/TEL06-441-6594(1内
・電算室 干553大阪市福島区吉野1丁目 3番18号
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藻類の生態的:誤認共編 A5判 640頁

定価12800円(干400円)

1 水界生態系におけるt菜類の役割一有11i将i勝 *2 水界環境とJ島知の生.f!!lー藤出害事彦*3 泌

~nの生活圏一秋山優 *4 海洋刷物プランクトンの生産生態ーイ1・!'i桁11券*5 iliJJ i{jにおける fll(

物 7・ランクトンの生産と動態ー坂本充*6 自然界における泌Uiの有望家代，lU一千日田英太郎*

7 fiI(物70ランクトンの異常地殖ー飯塚昭二 *8 海様の分布と時境安|左|ー償iJi:J長桝 *9 II'f 

川底生泌覧Jtの生態一小林弘*10 れ水域の様~îiの生態一大野正夫* 11 .-1:峻根覧iiの生態一秋山

優*12 海 iJ<.中の様類の生態一段合孝男*13 ;1長類と水界動物の本lIh作用一成田村也*14 誕

のパソジーン一山本鉛子*15 it応対iの細胞外代謝生産物とその生態的役'，IIIJ一人・和田紘一*16 必

燃の生活史と生態一中原紘之*17 縦覧ti鮮集の憐造と多様性-'I(月欣二 各草:末に拙a肢の多

数の文献は読者にとって賞重な資料となろう。

シートでみる種の同定・分類 700種が揃う

淡水藻類写真集
山岸高旺・秋山優編集

各85判・各100シート・ルーズリーフ式

第 1・2巻定価各4000円
第 3-7巻定価各5000円

以下継続(送料各350円)

発
売
中
未来の生物資源ユーカリ

"， ，d;記悼d;込命記悼d;叫悼占蜘均‘l

西村弘行編

A5判・ 304頁
定価5800円

.d;ミd;‘占ヤ‘sャ"

吉井善作監訳
85判・ 224頁

定価3500円

発
売
中

レフトスビラ症防疫指針

南の動物誌
ー熱帯森林に生きる

渡辺弘之著 熱帝森林を専攻する符者が.熱佑-地域
の動航物の生活を写真を中心に語る。定価1300円

世界の珍草奇木

河川の珪藻 B5ドIJ

日本淡水藻図鑑
鹿瀬弘幸・山岸高旺編 H本ではじめて自11られた

本絡的な図鑑。淡水i~込町iの術'先t;ーや水に|其If系する
ん一々にとっては i'tiRな文献である o 定価36.000円

藻 類学総説
廃瀬弘幸著 秘書!iの分世Iiと形態を重点に置いて.
克明な図により丁市に解説する。 定価10000円

植 物組織学

内田老鶴園
東京・文京区大塚 3-34-3 /Tel 03-945-6781 FAX 03-945-6782 



学会出版物

下記の出版物をご希望の方lζ頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さい。 (価格は送料を含む〉

1. r藻類」パックナンバー 仰格，会員各号1，750円，非会員各号3，000円， 30巻 4号 (創立30周年記念培

大号， 1 -30巻索引付)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円，欠号 1-2号 4巻 1. 3号 5巻 1-2号，

6- 9巻全弓 n

2. r藻類」索引 iー 10巻，価格，会員 1，500円，非会員2，000円， 11-20巻，会員2，000円，非会員3，000円，

創立30周年記念「藻類」索引，1-30巻，会員 3，000円， 非会員4，000円。
3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補.1977. A5版，xxviii+418頁.111回先生の遺影・経歴・業績一覧 ・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編 (英文26，和文24)を掲載.価格 7，000円。
4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine a1gae of the North 

Pacific. 1. A. Abbott・黒木宗尚共編。 1972.B 5版， xiv+2BO頁，6図版.昭和46年 8月lζ札幌で開催された北

太平洋産海藻l乙関する日米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5. 北海道菅!辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977. B 5 J仮，65頁。昭和49年9月lζ札幌で行なわれた

日本務類学会主催「コンブlこ関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。 価格 1，000円。

Publications of the Society 

lnquiries concerning copies of the following pub1ications should be sent to the.Japanese Socicry of Phyco10gy， 
c/o Division of Tropical Agriculture， Faculty of Agriculture， Kyoto University， Kitashirakawa・
oiwakecho， Sakyo・ku，Kyoto， 606 japan. 

1. Back nurnbers of the japanese Journal of Phycology (Vo1s. 1-28， Bulletin of .Japanese Society of 
Phycology). Price， 2，000 Yen per issue for member， or 3，500 Yen per issue for non member， price of Vol. 30， 
No. 4 (30th Anniversary Issue)， with cumulative index (Vols. 1-30)， 6，000 Yen for member， or 7，500 Yen for 
non member. Lack: Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 4， Nos. 1， 3; Vol. 5， Nos. 1-2; Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3 (incl 

postage， surface maiり.
2. Index of the Bulletin of japanese Society of Phycology. Vol. 1 (1953)-Vol. 10 (1962) P巾 E

2，000 Yen for member， 2，500 Yen for non member， Vol. 11 (1963)-Vol. 20 (1972). Price 3，000 Yen for member， 
4，000 Yen for non member. Vol. 1 (1953)ーVol.30 (19B2). Price 4，000 Yen for member， 5，000 Yen for non 
member (incl. postage， surface mail) 

3. A Metnorial Issue Honouring the late Professor Yukio Yatnada (Supp1ement to Volume 25， the 
Bulletin of ]apanese Society of Phycology). 1977. xxviii+418 pages. This issue includes 50 articles (26 in 
Eng1ish， 24 in .Japanese with Eng1ish summary) on phyco10gy， with photographies and 1ist of pub1ications of 
the 1ate Professor Yukio Y AMAD九 lf8，500 (incl. postaeg， sllrface mai1). 

4. Contributions to the Systetnatics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited 
by 1.A. ABBOTT and M. KUROGI， 1972. xiv+280 pages， 6 p1ates. Twenty papers followed by discllssions are 
included， which were presentecl in the U.S.-]apan Seminar on the North Paci日cbenthic marine a1gae， he1cl in 
Sapporo， ]apan， August 13-16， 1971. Y 5，000 (incl. postage， surface mai1). 

5. Recent Studies on the Cultivation of Laminaria in Hokkaido (in japanese). 1977.65 pages 
Four papers followecl by cliscussions are inclllclecl， which were presentecl in a symposium On Laminaria， sponsored 
by the Society， he1d in Sapporo， September 1974. y 1，200 (incl. postage， sllrface mai1)・
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